




























































平成 30 年台風 21 号（T1821，アジア名 Jebi）は， 
 




近い経路をとり，9 月 4 日 12 時に 950hPa で徳島県
南部に上陸した後，紀伊水道をぬけ，淡路島を通過
して 4 日 14 時には神戸市に上陸した．9 月 5 日 3 時
に北海道渡島半島西部に達し，5 日 9 時に温帯低気
圧に変わった（図 1,2）．本州上陸時に 950hPa で，非
常に強い勢力のまま上陸したのは，1993 年の台風 13












川県金沢では南西に 28.8m/s の最大風速を観測した． 
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2.2 最大瞬間風速の分布 
































最大瞬間風速が 50m/s を超えるような突風は，台風 
 
 
図 1 台風 21 号の経路と中心気圧の推移 
の中心から 50km 以内の積乱雲直下で発生していた．









図 2 過去台風の経路比較 
 
 




黒塗り：降雨強度 48 mm/h の強エコー，グレー：








図 6 9 月 4 日 0400 UTC における，高度 2km の台
風の移動に相対的な風ベクトル（黒矢印），台風の
移動に相対的な地上最大瞬間風速（灰色矢印）及び
高度 2km のレーダー反射強度の分布 
 
 
図 7 9 月 4 日 0430 UTC における，地上最大瞬間風




















場を再現することのできる LES モデルを用い，21 号
台風時の南風を想定した計算を行って変動風速場を
再現した結果をみると，図 9 に示すように，地上 10m
において市街地内でも場所によっては瞬間的に









図 8 台風経路（ベストトラックおよび WRF 計算） 
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図 10 9 月 4 日 10～24 時の総降雨量 
 
 
図 11 2018 年 9 月 4 日 03 時～5 日 06 時の落雷頻 
 
2.5 降雨 




において 6 時間雨量でそれぞれ 139.0mm，135.5mm，
1 時間雨量で 85.5mm，74mm を記録した．また，大
阪府能勢町では 1 時間雨量で 69.0mm，兵庫県神戸市






















































べ突出している（図 13 b）． 









図 14 a,b に示す通り，死者は台風経路に対して危険
半円側に分布しており，負傷者まで含めると危険半
円側に広がって分布している．住家被害については











a. 都道府県別の死者数 b. 都道府県別の負傷者数 
  
c. 都道府県別の全壊住家数 d. 都道府県別の半壊住家数 
  
e. 都道府県別の一部損壊以上被害住家数 f. 都道府県別の住家被害率 































図 14f に推定値を追加したものを図 18 に示す． 
  
a. 市町村別の死者数 b. 市町村別の死傷者数 
  
c. 市町村別の全壊住家数 d. 市町村別の半壊住家数 
  
e. 市町村別の一部損壊以上被害住家数 f. 市町村別の住家被害率 




























































































21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39最大風速 (m/s) 
図 17 市町村別ブルーシート数と被害住家
数の関係 















図 21 マンションの屋根葺き材の飛散 
 
図 22 体育館の屋根の飛散 
 




図 24 窓ガラスの破損によるビル室内の被害 
 
図 25 ビル室内の天井の脱落 
 
図 26 ビルの軒の天井の脱落 
 















図 28 瓦の飛散 
 
図 29 屋根ふき材のめくれ・飛散 
 
図 30 屋根の飛散・小屋組みの被害 
 
図 31 集合住宅の手すりの被害 
 
図 32 建築物上設置太陽光発電システムの被害 
 
図 33 自動販売機の転倒 
 
図 34 薄板鋼板屋根の飛散による被害 
 
 
図 35 看板への飛来物の突き刺さり 
 
 
図 36 飛来物の衝突による自動車の被害 
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図 37 神社拝殿の倒壊 
 




















図 39 防音パネル足場の倒壊 
 
図 40 水上設置型太陽光発電システム設備の被害 
 
図 41 広告板の倒壊 
 
図 42 パイプハウスの倒壊 
 
図 43 遮音壁の損傷 
 




図 45 船の衝突による空港連絡橋の損傷 
（国土交通省，2018） 
 
図 46 橋梁上での車両の横転 
 




（図 49）において，電柱の倒壊は合計 1343 本．う
ち，飛来物・建物倒壊に伴う 2 次被害は 788 本（89%）
に及んでおり，風力のみによる倒壊はみられなかっ
た．また，配電設備の被害は高圧線 4914 径間，柱上









図 48 電力施設の被害 
 




















































































図 50 潮芦屋ビーチへのコンテナ漂着 
 
図 51 芦屋市涼風町における越波浸水の痕跡 
 
図 52 六甲アイランドにおける浸水被害 
（Twitter より,9/4 14:23 配信） 
 
図 53 煉瓦倉庫レストラン街の浸水 
（Twitter より 9/4 14:44 配信） 
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図 54 宮川の氾濫と溢水 
（Twitter より 9/4 14:44 配信） 
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